
 

➢ 発生対応型から予防保全型への転換を！  

➢ 長寿命化対策とは？  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○下水道[処理人口]普及率約76％(平成23年度末) 

○整備管路延長約43万km、処理場数約2,100箇所、投資額約80兆円 

○道路陥没事故約5,300箇所(平成22年度) 

○国交省 平成18年9月「下水管路の損傷状況に関する点検等調査｣：軌道下、繁急輸送路・避難路下 

の重要路線の点検と対策要請 

○20～30 年の経過年数を境に陥没事故の発生件が多くな

るといわれています。 

○平成 22 年度の道路陥没事故 5,300 件のうち、30 年以上

経過の老朽管路が大半を占めます。 

○陥没は小口径管路や陶管に多くみられます。 

○今後はさらに老朽管路の急増が予想されます。 

○事故発生や機能停止を未然に防止することが重要です。 

○平成22 年度から始まる社会資本整備総合交付金により

ＴＶカメラによる点検調査、長寿命化計画、対策の実施

等に要する経費に交付金が充当可能となりました。 

いま下水道は 

経過年数と陥没件数の関係は

下水道長寿命化計画の補助

資料 国土交通省下水道ホームページより 

 

資料 国土交通省下水道ホームページより 資料 国土交通省下水道ホームページより 

◆経過年と陥没件数の関係は 

○詳細調査や劣化診断結果より、緊急度が高い施設を長寿

命化対象とします。緊急度が低い施設は、今までとおり点 

検維持の継続に努めます。 

○当初設置時点から数えて、標準耐用年数以上の使用年 

  数が期待できる対策を選定します。 

  ○長寿命化対策を実施したほうが、既往対策よりＬＣＣ（ライ 

フサイクルコスト）が安価になる対策を選定します。 



 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

H24 小矢部市公共下水道マンホールポンプ長寿命化計画策定 ～マンホールポンプ場長寿命化計画の策定～ 

H24 金沢市公共下水道管渠長寿命化計画策定 ～下水道管渠長寿命化計画の策定、金沢市全域における管路施設維持管理計画の策定～ 

H24 内灘町公共下水道長寿命化計画策定 ～処理場長寿命化計画の策定、ポンプ場長寿命化計画の策定、マンホール蓋長寿命化計画の策定～ 

H25 富山公共下水道いたち川第３処理分区管路施設改築計画基礎調査（その２）業務委託 ～いたち第 3 処理分区における維持修繕・改築計画～

 

 

長寿命化計画策定【処理場・ポンプ場】

当社の実績 

お問い合わせは 

電気設備平面図 

長寿命化対象設備の設置方法選定 

詳細調査表（機械・電気） 

目視観察結果図 

◆作業フロー 

処理場               ポンプ場.1             ポンプ場.2 

長寿命化計画策定【管路施設】

本管調査記録表        TV カメラ映像           緊急度判定図         年度別事業計画表     長寿命化対策の実施効果 

●本 社 ：〒930-0142 富山市吉作 910 番地の 1  http://www.shinnihon-cst.co.jp 

TEL ：076-436-2111  FAX：076-436-2260  E-Mail：info@shinnihon-cst.co.jp 
北陸エリア 新桜町オフィス、金沢支店、小矢部事務所、営業所：新川・魚津・立山・高岡・射水・砺波・南砺・氷見・ 

津幡・能登・志賀・輪島・七尾・中能登・福井・新潟 

関西エリア 大阪支店、営業所：関西・和歌山 

(担当) 水環境部門 水工系グループ 阿曽、米村、荒井


